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1．はじめに 

 XML [1]はその柔軟性から，様々なデータ

フォーマットの統一を図ることができる．

また異なる環境間でのデータの共有を，容

易に行うことも可能である．XML は文書の

構成要素にタグと呼ばれる特定の文字列で

構造を埋め込み，プログラムが文書を処理

できる仕様になっている．そのため，OS や

アプリケーションの壁を越えてデータ交換

が可能になる．記述した XML 文書は

XSLT[2]によって XML 文書から HTML [3]

文書へ変換することができる．仙台市は地

下鉄・バスなどの公共交通利用を推奨する

モビリティ・マネジメントを目指した「せ

んだいスマートプロジェクト」[4]を行って

いる．その一環として仙台市、NPO 並びに

市内及び近郊の 8 つの大学が連携し，各大

学の学生が中心となって公共交通利用によ

る通学を推奨するオリジナルバスマップ制

作を実施した．東北工業大学も仙台市の依

頼によって 2009 年から東北工業大学版バ

スマップ[5]を作成している． 

 東北工業大学版バスマップにはアクセス

方法，時刻表，バスルートマップ，バスマ

ップ関連情報，問い合わせ等の利用する学

生向けの情報が記載されている．バスマッ

プの表紙を図１に示す．東北工業大学版の

バスマップは XML 文書化を考慮して作成

した．本研究では，バスマップの情報を

XML 文書として記述を行い，Web サーバ

に格納してWWWで閲覧できるオンライン

バスマップシステムを開発した． 

 

 

 

 

 

 

 

3．システム概要 

東北工業大学版バスマップの情報はデー

タの格納と情報の再利用性を考え、XML 文

書による記述を行なっている．HTML では

文書中に構造と修飾を含むことができるが，

XML 文書は HTML と異なり情報のみを記

述する XML 文書，表示形式を決める XSLT

を用いて HTML へ変換する仕組みとなっ

ている． 

バスマップに含まれている画像に関して

は，動的な操作を与えるために Flash[6]を用

いている．Flash の利用には Flash Player

のインストールが必要となるが，Flash 

Player は無料で配布されている．作成した

XML 文書とXSL 文書をWebサーバに格納

し，オンラインバスマップシステムを構築

した．その概要を図２に示す． 

 

 図１ 東北工業大学版バスマップ表紙 
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4．オンラインバスマップシステム 

 オンラインバスマップシステムを，東北

工業大学版バスマップと同じ構成で XML

文書化した．XML 文書はアクセス方法，時

刻表，バスルートマップ，バス関連情報，

問い合わせから構成されている．これらに

加えてバスルートマップに記載されている

停留所の時刻表を追加した．図３と図４が

作成したオンラインバスマップの一部であ

る．図３では XML 文書からアクセス方法

に関する情報を XSLT によって部分的に呼

び出し，HTML に変換を行っている．図４

では同じく XML 文書からデータを取り出

しているが，Flash を用いた画像表示を行

い地図の拡大，縮小と各停留所をクリック

すると停留所の時刻表Webページにリンク

するようになっている． 

5．考察 

今回開発したオンラインバスマップシステ

ムは，XML から XSLT を用いて HTML 文

書へ変換を行い，Web ブラウザから閲覧で

きるようにしている．データの管理，情報

入力の簡易化は行なっていない．時刻表の

変更があった場合にどこの情報を更新する

か検索することが難しい．今後実際の運用 

 

  図 3 アクセス方法の画面表示 

 

 図 4 バスルートマップの画面表示 

を考えた情報更新支援アプリケーションの

開発が必要と思われる． 

6．まとめ 

 仙台市による「せんだいスマートプロジ

ェクト」の一環である，2010 年版東北工業

大学用バスマップの情報を XML で記述，

Web サーバへ格納を行い，WWW を通じて

バスマップの情報をWebブラウザ上で表示

するバスマップオンラインシステムを開発

した． 

 今後は XML-DB との連携，バス情報のデ

ータ入力用アプリケーションの研究・開発

を行っていきたい． 
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